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症例は10歳男児,特記すべき既往歴なし.主訴は肉眼的
血尿.経腹エコー,CTにて左三角部に有茎性の腫瘤を認め
た.尿細胞診で異型認めず.TUR-Bt施行し,病理は増殖性
膀胱炎 (polypoid cystits)であった.術後3か月毎にエコー
にて経過観察行っているが,再発なく経過.増殖性膀胱炎
自体は稀な疾患ではないが,肉眼的に腫瘤を形成するもの
は少なく,さらに小児に発生するものは非常に稀である.
成因としては,慢性炎症によるものという報告もあるが,
本症例のように慢性感染症による炎症のみでは説明できな
いものもあり,成因は未だ明らかではない.治療としては
保存的治療 (抗生剤,ステロイド等)を行うべきとの意見も
あるが,膀胱癌との鑑別が困難な場合が多く,TUR-Btにて
診断・治療されるものがほとんどである.再発の過程で尿
路上皮癌を合併した報告もあり,注意して経過をみていく
必要がある.
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